
『
海
燕』
誌
上
（二
｜
五
月

号）
で
展
開
され
た
反
核
運
動

や
世
界
観
を
め
ぐ
る
埴
谷
雄
高

と
吉
本
隆
明
の
多
大
論
争。

－温圃

は、
最
後
は
お

国樹脂・
互
い
の
私
生
活

白圃圏

批
判
の
よ
う

園園田

に
なっ
て
し
ま

．温

い、
どつ
も
後

園町副

味
が
惑
かっ

・・
・た。

埴谷の
吉

田・副

本
批
判
は
すこ

ぶ
る
陰
惨
だっ
た
し、
一
方の

吉
本
だっ
て、
も
う
六
十
識
に

も
なっ
て
『
ア
ン
ア
ン』
での

「コ
ム・
デ・
ギャ
ル
ソ
ン」

（
安
保
世
代）

で
も
あ
るま
い
に、
と
感
じ
ら
と
阿
呆に
なれ、
吉
本／」
と
織
だ」
「
埴
谷
さ
んの
背
後
に

れ
た。

語っ
て
い
るの
は、
まこ
と
に
は、
行
動
す
る
吉
本
さ
ん
に
対

こ
うし
て一
件
落
着
と思つ
痛
快
だ。

し
て
暗
黙の
非
難を
浴び
せ
る

て
い
た
ら、
『
朝日
ジャ
l
ナ

ビ
lト
た
け
し
は、
ど
ち
ら
ヤツ
が
いっ
ぱい
い
る
ん
だ

ル』
七
月
十
九日
号
が「
吉
本
か
と
い
え
ば
吉
本に
与（
く
よ、
卑し
い
ヤ
ツ
らが
さ」

－
崎
谷
論
争
を
斬
る」
と
い
う
み）
し
て
い
るの
だ
が、
「
吉

と
いっ
た
調
子
で
吉
本・
埴

谷
論
争の
暗
喜一
気
に
吹
き

吉
本・
埴
谷
論
争
後
日
談
…
I
勾
ソrど
ば
す
明
る
い
調
子
であ
る。

・
の／
／

「
オレ
守
b
すれ
ば、
替の

利
子
で
食っ
て
い
る
人
た
ち
だ

を
b、
自
分の
地
位
（
資産）

の
保
全に
異
常
な
気
く
ば
り
を

し
て
い
る」
と
い
う
痛
烈
なパ

ン
チ
に、
ご
両
人
は
い
かに
応

え
るべ
き
か。

特
集
を
やっ
て
い
る。
「
高
度

資
本
主
義
社
会の
大
衆と
知
識

人」
と
いっ
た
タイ
トル
は
い

かに
も
大
袈
裟
（
お
おげ
さ）

だ
が、
タ
レ
ン
トの
ビ
lト
た

け
し
が「
お
笑
い
芸
人
寄り
の

メ
ッ
セ
ージ」
と
し
て「
もつ

本
さ
ん
は
頭
が
カ
リ
ア
ゲ
だ

し、
ギャ
ル
ソ
ン
を
呂
た『
ア

ン
ア
ン』
の
写
真
を
タイの

若
者
が
見
れ
ば、
チェ
ッ
カ
ー

ズの
お
父
宅ヤん
に
見
間
違
え
ら

れ
る
んじゃ
な
い
の。
惑
魔

（
埴
谷の
言
う）
どこ
ろ
か
神
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